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『平成24年度修士課程第１次(筆記)試験合格者に対する提出課題』

言語情報科学専攻 超域文化科学専攻

地域文化研究専攻 国際社会科学専攻

１．提出課題は、一般出願者、社会人特別選抜出願者、外国人出願者で異なっている。下記【専攻(分

野)別提出課題一覧表】により、指定された課題(コピーでも可)を提出すること。

２．論文、論文要旨を提出する場合は、表紙に本研究科所定の添付票(この冊子に綴じ込んである)を

必ず貼付し、その他の提出書類等については、表紙に提出書類等の標題(研究計画書等)、志望専攻

(分野)名、受験番号及び氏名を必ず記載すること。論文はしっかり綴じること。

３．口述試験の際に、提出論文のコピーを持参すること。

４．提出期間

(１)提出は郵送に限る。なお、下記期限までに論文等を提出できない場合は、受験を辞退する旨を本

研究科事務部まで連絡すること。また、提出された論文等は返却しない。

(２)郵送にあたっては、必ず書留速達郵便とし、封筒の表に志望専攻(分野)名、受験番号及び氏名を

明記すること。

(３)受付期間 平成24年１月27日(金)から１月31日(火)まで

(平成24年２月１日(水)以降に到着したものについては、１月31日(火)までの消印の

あるものに限り有効とする。)

(４)あ て 先 〒153-8902 東京都目黒区駒場３－８－１

東京大学大学院総合文化研究科事務部(教養学部教務課総合文化大学院係)

電話 03-5454-6050、-6049
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【専攻(分野)別提出課題一覧表】

言語情報科学専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ左記２に該当する場合、日本語、中国語あるい

平成24年３月卒業見込みの者で、卒業論文又は は韓国朝鮮語による論文は、Ａ４判用紙12,000

それに準ずる論文を書いた者は、それを３部提 ～32,000字程度とし、英語、フランス語、ドイ

出すること(すべてコピーで良い)。 ツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語によ

２上記１以外の者は、文学、言語学、記号論、言 る論文は、タイプ又はワープロによりＡ４判用

語哲学、言語教育、コミュニケーション論、言 紙(１枚25行程度)20～50枚程度とする。

語情報処理等、広義の言語現象に関係する論文 ロ要旨は、Ａ４判用紙使用2,000字程度とする。

一般出願者 １点を３部提出すること(コピーで良い)。 ハ左記４の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

３『論文要旨』 使用2,000字程度とする。

上記１、２いずれの場合も、日本語による要旨

を３部添えて提出すること。

４『研究計画書』

上記１、２、３以外に、大学院入学後の研究計

画をできるかぎり具体的に述べた研究計画書を

３部提出すること。

１『研究計画書』 イ左記１の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

大学院入学後の研究計画をできる限り具体的に 使用2,000字程度とする。

述べたものを３部提出すること。その際、自分 ロ左記２の論文は、日本語に換算して原稿用紙20

の問題意識が社会における経験とどのような関 枚(8,000字)以上のものとする。

係にあるのか、また、大学院における研究成果 ハ要旨は、Ａ４判用紙使用2,000字程度とする。

を職業等、今後の社会生活にどのように還元す

ることが可能であるかについての展望も付け加
社会人特別

えること。
選抜出願者

２『論文』

上記１以外に、広義の言語現象に関係する論文

を１点につき３部ずつ提出すること(３点以内

とする)。

３『論文要旨』

上記２の論文について、日本語による要旨を１

点につき３部ずつ提出すること。

１『研究計画書』 イ左記１の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

大学でこれまでどのような研究を行ってきたか 使用2,000字程度とする。

を述べた上で、大学院入学後の研究計画をでき ロ左記２の論文は、日本語に換算して原稿用紙20

る限り具体的に述べたものを３部提出すること。 枚(8,000字)以上のものとする。

また、大学院における研究成果を将来どのよう ハ要旨は、Ａ４判用紙使用2,000字程度とする。

に生かすことが可能であるかについての展望も

付け加えること。
外国人出願者

２『論文』

上記１以外に、広義の言語現象に関係する論文

を１点につき３部ずつ提出すること(３点以内

とする)。

３『論文要旨』

上記２の論文について、日本語による要旨を１

点につき３部ずつ提出すること。
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超域文化科学(表象文化論)専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ左記２に該当する論文について

平成24年３月卒業見込みの者で、広義の芸術表 ・使用言語：日本語、中国語、英語、フランス語、

象を中心とした表象文化論に関係する卒業論文 ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイン語

又はそれに準ずる論文を書いた者は、それを３ のいずれかによるものとする。

部提出すること。 ・分量：日本語および中国語による論文の場合は

２上記１以外の者は、広義の芸術表象を中心とし 12,000～20,000字程度、その他の欧文による場

た表象文化論に関係する論文を３部提出するこ 合は、タイプまたはワープロによりＡ４判用紙

と。 (１枚25行)30枚程度とする。

３『論文要旨』 ・なお、上記の制限は注を含む数字であり、図表

上記１、２いずれの場合も、論文が日本語の場 や参考文献リスト等は含まない。
一般出願者

合は外国語による要旨を３部、論文が外国語の ロ左記３『論文要旨』について

場合は日本語による要旨を３部提出すること。 ・外国語による要旨は、中国語、英語、フランス

４『研究計画書』 語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、スペイ

大学院入学後の研究計画をできるかぎり具体的 ン語のいずれかによるものとする。

に記したものを３部提出すること。 ・欧文の場合、タイプまたはワープロによりＡ４

判用紙(１枚25行)３～５枚程度にまとめる。

・日本語および中国語による要旨は、Ａ４判用紙

を使用し、2,000字程度にまとめる。

ハ左記４の研究計画書は、日本語でＡ４判用紙を

使用し、1,200字程度とする。

１『論文』 イ左記１の論文について、使用言語は、日本語あ

現在もっとも関心を持っている研究課題を、表 るいは英語とし、日本語の場合は12,000～20,0

象文化論的観点に立って論文にまとめたものを 00字程度、英語の場合はＡ４判用紙(１枚25行)

３部提出すること。 30枚程度とする。なお、この制限は注を含む数

２『論文要旨』 字であり、図表や参考文献リスト等は含まない。

日本語による要旨(1,200字程度)３部を提出す ロ左記３の研究計画書は、日本語でＡ４判用紙を

ること。 使用し、1,600字程度とする。
社会人特別

３『研究計画書』
選抜出願者

大学院入学後の研究計画をできるかぎり具体的

に述べたものを３部提出すること。その際、自

分の問題意識が社会における経験とどのような

関係にあるのか、また、大学院における研究成

果を職業等、今後の社会生活にどのように還元

することが可能であるかについての展望も付け

加えること。

１『論文』 イ左記２に該当する場合は、日本語あるいは中国

平成24年３月卒業見込みの者で、広義の芸術表 語による論文は、8,000～12,000字程度とし、

象を中心とした表象文化論に関係する卒業論文 英語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、イタ

又はそれに準ずる論文を書いた者は、それを３ リア語、スペイン語による論文は、タイプ又は

部提出すること。 ワープロによりＡ４判用紙(１枚25行)30枚程度

２上記１以外の者は、広義の芸術表象を中心とし とする。なお、この字数・枚数制限は注を含む

た表象文化論に関係する論文を３部提出するこ 数字であり、図表や参考文献リスト等は含まな

と。 い。
外国人出願者

３『論文要旨』 ロ外国語による要旨は、英語、フランス語、ドイ

上記１、２いずれの場合も、論文が日本語の場 ツ語、ロシア語、中国語、イタリア語、スペイ

合は外国語による要旨を３部、論文が外国語の ン語のいずれかとし、欧文の要旨は、タイプ又

場合は日本語による要旨を３部提出すること。 はワープロによりＡ４判用紙(１枚25行)３～５

４『研究計画書』 枚程度、日本語及び中国語の要旨は、Ａ４判用

大学院入学後の研究計画をできるかぎり具体的 紙を使用し、2,000字程度とする。

に記したものを３部提出すること。 ハ左記４の研究計画書は、日本語でＡ４判用紙を

使用し、1,200字程度とする。
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超域文化科学(文化人類学)専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ左記２に該当する論文について

平成24年３月卒業見込みの者で、文化人類学ま ・日本語の場合：本文、注 ワープロまたは手書

たはそれに隣接する領域の卒業論文、あるいは き、28,000字程度。ただし、引用文献表、図表

それに準ずる論文を書いた者は、それを３部提 等はこれに含まない。

出すること。ただし、使用言語は日本語か英語 ・英語の場合：本文、注 ワープロまたはタイプ

に限る。 うち、7,000語程度。ただし、引用文献表、図

２上記１以外の者は、現在もっとも関心を持って 表等はこれに含まない。

いる研究課題を、文化人類学的観点に立ってま ロ左記４の研究計画書は、日本語あるいは英語で
一般出願者

とめたものを３部提出すること。ただし、使用 Ａ４判用紙１枚(片面)にまとめること。書式は

言語は日本語か英語に限る。 特に指定しない。

３『論文要旨』

上記１、２いずれの場合も日本語による要旨(2,

000字程度)３部を添えて提出すること。

４『研究計画書』

大学院入学後、修士課程在学中の研究計画を具

体的に記したものを３部提出すること。

１『論文』 イ左記１に該当する論文について

現在もっとも関心を持っている研究課題を、文 使用言語：日本語あるいは英語

化人類学的観点に立って論文にまとめたものを ・日本語の場合：本文、注 ワープロまたは手書

３部提出すること。 き、20,000字程度。ただし、引用文献表、図表

２『論文要旨』 等はこれに含まない。

日本語による要旨(2,000字程度)３部を添えて ・英語の場合：本文、注 ワープロまたはタイプ

提出すること。 うち、5,000語程度。ただし、引用文献表、図
社会人特別

３『研究計画書』 表等はこれに含まない。
選抜出願者

大学院入学後、修士課程在学中の研究計画を具 ロ左記３の研究計画書は、日本語あるいは英語で

体的に記したものを３部提出すること。その際、 Ａ４判用紙１枚(片面)にまとめること。書式は

自分の問題意識が社会における経験とどのよう 特に指定しない。

な関係にあるのか、また大学院における研究成

果を職業等、今後の社会生活にどのように還元

することが可能であるかについての展望も付け

加えること。

１『論文』 イ左記２に該当する論文について

平成24年３月卒業見込みの者で、文化人類学ま ・日本語の場合：本文、注 ワープロまたは手書

たはそれに隣接する領域の卒業論文、あるいは き、28,000字程度。ただし、引用文献表、図表

それに準ずる論文を書いた者は、それを３部提 等はこれに含まない。

出すること。ただし、使用言語は日本語か英語 ・英語の場合：本文、注 ワープロまたはタイプ

に限る。 うち、7,000語程度。ただし、引用文献表、図表

２上記１以外の者は、現在もっとも関心を持って 等はこれに含まない。

いる研究課題を、文化人類学的観点に立ってま ロ左記４の研究計画書は、日本語あるいは英語で
外国人出願者

とめたものを３部提出すること。ただし、使用 Ａ４判用紙１枚(片面)にまとめること。書式は

言語は日本語か英語に限る。 特に指定しない。

３『論文要旨』

上記１、２いずれの場合も日本語による要旨(2,

000字程度)３部を添えて提出すること。

４『研究計画書』

大学院入学後、修士課程在学中の研究計画を具

体的に記したものを３部提出すること。
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超域文化科学(比較文学比較文化)専攻 ※添付票の不足分については、各自でコピーしてください。

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ左記１に該当する論文について

各自得意とする主題によって自由に論ぜよ(出 ・日本語でＡ４判の400字詰原稿用紙20枚以上30

身大学の学部卒業論文に扱った主題でよいが、 枚以内とする。注も全体の分量に含める。ただ

それ以外の主題を選んでもよい)。それを６部 し、自筆の手書きによるものとする。縦書きで

一般出願者 提出すること(すべてコピーでよい)。 も横書きでもよい。参考文献一覧(ワープロ可)、

２『研究計画書』 図版･図表(合わせて10点以内)を付する場合は、

上記１の論文のほか、大学院入学後の研究計画 Ａ４判用紙５枚以内にとどめる。

を具体的に述べた「研究計画書」を６部提出す ロ左記２の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

ること。 を使用し、1,200字程度とする。

１『論文』 イ左記１に該当する論文について

各自得意とする主題によって自由に論ぜよ(出 ・日本語でＡ４判の400字詰原稿用紙20枚以上30

身大学の学部卒業論文に扱った主題でよいが、 枚以内とする。注も全体の分量に含める。ただ

それ以外の主題を選んでもよい)。それを６部 し、自筆の手書きによるものとする。縦書きで

提出すること(すべてコピーでよい)。 も横書きでもよい。参考文献一覧(ワープロ可)、

社会人特別 ２『研究計画書』 図版･図表(合わせて10点以内)を付する場合は、

選抜出願者 上記１の論文のほか、大学院入学後の研究計画 Ａ４判用紙５枚以内にとどめる。

を具体的に述べた「研究計画書」を６部提出す ロ左記２の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

ること。その際、大学院における研究成果を職 を使用し、1,200字程度とする。

業など、今後の社会生活にどのように還元する

ことが可能であるかについての展望も付け加え

ること。

１『論文』 イ左記１に該当する論文について

各自得意とする主題によって自由に論ぜよ(出 ・日本語でＡ４判の400字詰原稿用紙20枚以上30

身大学の学部卒業論文、修士論文に扱った主題 枚以内とする。注も全体の分量に含める。ただ

でよいが､それ以外の主題を選んでもよい)｡そ し、自筆の手書きによるものとする。縦書きで

外国人出願者 れを６部提出すること(すべてコピーでよい)。 も横書きでもよい。参考文献一覧(ワープロ可)、

２『研究計画書』 図版･図表(合わせて10点以内)を付する場合は、

上記１の論文のほか、大学院入学後の研究計画 Ａ４判用紙５枚以内にとどめる。

を具体的に述べた「研究計画書」を６部提出す ロ左記２の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

ること。 を使用し、1,200字程度とする。
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地域文化研究専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ左記１、２の論文が、英語、フランス語、ドイ

平成24年３月卒業見込みの者で、卒業論文又は ツ語、中国語、ロシア語、イタリア語、スペイ

それに準ずる論文を書いた者は、それを３部提 ン語、アラビア語以外の外国語の場合、日本語

出すること。 による全訳を３部提出すること。

２上記１以外の者は、現在もっとも関心を持って ロ左記３の論文要旨は、Ａ４判用紙３～５枚程度

いる研究課題を、地域文化研究の見地に立って とする。外国語による要旨は、英語、フランス

論文にまとめ、３部提出すること。 語、ドイツ語、中国語、ロシア語、イタリア語、

一般出願者 ３『論文要旨』 スペイン語、韓国朝鮮語、ヒンディー語、アラ

上記１、２いずれの場合も、論文が日本語の場 ビア語、ギリシア語、ラテン語のいずれかによ

合は、外国語による要旨を３部、論文が外国語 るものとする。

の場合は、日本語による要旨を３部添えて提出 ハ左記４の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

すること。 使用1,200字程度とする。

４『研究計画書』

大学院入学後の研究計画を具体的に述べた「研

究計画書｣を３部提出すること。

１『論文』 イ左記１、２とも、使用言語・枚数等については、

現在もっとも関心を持っている研究課題を、地 一般出願者の規定に準ずるものとする。

域文化研究の見地に立って論文にまとめ、３部 ロ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

提出すること。 使用1,600字程度とする。

２『論文要旨』

上記１の論文が日本語の場合には、外国語によ

る要旨を３部、論文が外国語の場合には、日本

社会人特別 語による要旨を３部添えて提出すること。

選抜出願者 ３『研究計画書』

上記１、２のほか、大学院入学後の研究計画を

具体的に述べた「研究計画書」を３部提出する

こと。その際、社会人としての経験を大学院に

おける研究にどのように反映させるのか、また、

大学院修了後、研究成果を社会生活にどのよう

に還元する予定かという点について、特に留意

すること。

１『論文』 イ左記１の論文は、原則として、日本語で20,000

現在もっとも関心を持っている研究課題につい 字前後とする。

て、地域文化研究の見地に立って論文にまとめ ロ左記２の論文要旨は、Ａ４判用紙３～５枚程度

たものを、３部提出すること。 とし、英語、フランス語、ドイツ語、中国語、

２『論文要旨』 ロシア語、イタリア語、スペイン語、韓国朝鮮
外国人出願者

上記１の論文には、外国語による要旨を３部、 語、ヒンディー語、アラビア語、ギリシア語、

提出すること。 ラテン語のいずれかによるものとする。

３『研究計画書』 ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

大学院入学後の研究計画を具体的に述べた「研 使用1,200字程度とする。

究計画書｣を３部提出すること。

※なお、口述試験の際に、提出論文の内容と入学後の研究計画を、最初の３分間で要約して述べることが求められ

る。
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国際社会科学(国際関係論)専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

ａ国際関係研究に関する現在の研究能力を示す卒 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語のいずれ

業論文又はそれに準ずる論文がある場合は、そ かによるものとする。

れを３部提出すること。 ロ左記１ｂに該当する論文を提出する者は、日本

ｂ国際関係研究に関する現在の研究能力を示す卒 語及び中国語の場合は、20,000～40,000字程度

業論文又はそれに準ずる論文がない場合は、現 (手書きの場合は、400字詰原稿用紙を用いるこ

在もっとも関心を持っている研究課題について、 と)とし、欧文の場合は、タイプ又はワープロ

国際関係研究の見地から論文をまとめ３部提出 によりＡ４判用紙(１枚25行程度)30～50枚程度

すること。卒業論文やそれに準ずる論文があっ とする。

ても、テーマが国際関係研究から外れていたり、 ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙
一般出願者

執筆時期がかなり以前であることによって、国 使用2,000字程度とする。

際関係研究に関する現在の研究能力を示すこと

ができない場合も同様とする。

２『論文要旨』

上記１の『論文』には、日本語による要旨(4,0

00字以内)を３部添えて提出すること。

３『研究計画書』

上記１、２以外に、大学院入学後の研究計画を

できるかぎり具体的に述べた研究計画書を３部

提出すること。

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

現在もっとも関心を持っている研究課題を、国 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語のいずれ

際関係研究の見地にたって論文にまとめ、３部 かによるものとする。

提出すること。 ロ左記１の論文は、日本語及び中国語の場合は、

社会人特別 ２上記１以外に、国際関係の研究に関連する論文 8,000字程度(手書きの場合は、400字詰原稿用

選抜出願者 又はレポートなどで参考になるものがあれば、 紙20枚程度)とし、欧文の場合は、タイプ又は

それもあわせて３部提出すること。 ワープロによりＡ４判用紙(１枚25行程度)10枚

３『研究計画書』 程度とする。

大学院入学後の研究計画をできるかぎり具体的 ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

に述べた研究計画書を３部提出すること。 使用2,000字程度とする。

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

ａ国際関係研究に関する現在の研究能力を示す卒 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語のいずれ

業論文又はそれに準ずる論文がある場合は、そ かによるものとする。

れを３部提出すること。 ロ左記１ｂに該当する論文を提出する者は、日本

ｂ国際関係研究に関する現在の研究能力を示す卒 語及び中国語の場合は、20,000～40,000字程度

業論文又はそれに準ずる論文がない場合は、現 (手書きの場合は、400字詰原稿用紙を用いるこ

在もっとも関心を持っている研究課題について、 と)とし、欧文の場合は、タイプ又はワープロ

国際関係研究の見地から論文をまとめ３部提出 によりＡ４判用紙(１枚25行程度)30～50枚程度

すること。卒業論文やそれに準ずる論文があっ とする。

ても、テーマが国際関係研究から外れていたり、 ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙
外国人出願者

執筆時期がかなり以前であることによって、国 使用2,000字程度とする。

際関係研究に関する現在の研究能力を示すこと

ができない場合も同様とする。

２『論文要旨』

上記１の『論文』には、日本語による要旨(4,0

00字以内)を３部添えて提出すること。

３『研究計画書』

上記１、２以外に、大学院入学後の研究計画を

できるかぎり具体的に述べた研究計画書(日本

語)を３部提出すること。
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国際社会科学(相関社会科学)専攻

対 象 者 提 出 課 題 備 考

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

ａ相関社会科学に関する現在の研究能力を示す卒 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語、韓国朝

業論文又はそれに準ずる論文がある場合は、そ 鮮語のいずれかによるものとする。

れを３部 提出すること。 ロ左記１ｂに該当する論文を提出する者は、日本

ｂ相関社会科学に関する現在の研究能力を示す卒 語、中国語及び韓国朝鮮語の場合は、20,000～

業論文又はそれに準ずる論文がない場合は、現 40,000字程度(手書きの場合は、400字詰原稿用

在もっとも関心を持っている研究課題について、 紙を用いること)とし、欧文の場合は、タイプ

相関的な社会科学の見地から論文をまとめ３部 又はワープロによりＡ４判用紙(１枚25行程度)

提出すること。卒業論文やそれに準ずる論文が 30～50枚程度とする。

あっても、テーマが相関社会科学から外れてい ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙
一般出願者

たり、執筆時期がかなり以前であることによっ 使用2,000字程度とする。

て、相関社会科学に関する現在の研究能力を示

すことができない場合も同様とする。

２『論文要旨』

上記１の『論文』には、日本語による要旨(4,0

00字以内)を３部添えて提出すること。

３『研究計画書』

上記１、２以外に、大学院入学後の研究計画を

できるかぎり具体的に述べた研究計画書を３部

提出すること。

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

現在もっとも関心を持っている研究課題を、相 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語、韓国朝

関社会科学の見地にたって論文にまとめ、３部 鮮語のいずれかによるものとする。

提出すること。 ロ左記１の論文は、日本語、中国語及び韓国朝鮮

社会人特別 ２上記１以外に、相関社会科学に関連する論文又 語の場合は、8,000字程度(手書きの場合は、400

選抜出願者 はレポートなどで参考になるものがあれば、そ 字詰原稿用紙20枚程度)とし、欧文の場合は、

れもあわせて３部提出すること。 タイプ又はワープロによりＡ４判用紙(１枚25

３『研究計画書』 行程度)10枚程度とする。

大学院入学後の研究計画をできるかぎり具体的 ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙

に述べた研究計画書を３部提出すること。 使用2,000字程度とする。

１『論文』 イ提出論文は、日本語、英語、フランス語、ドイ

ａ相関社会科学に関する現在の研究能力を示す卒 ツ語、中国語、ロシア語、スペイン語、韓国朝

業論文又はそれに準ずる論文がある場合は、そ 鮮語のいずれかによるものとする。

れを３部提出すること。 ロ左記１ｂに該当する論文を提出する者は、日本

ｂ相関社会科学に関する現在の研究能力を示す卒 語、中国語及び韓国朝鮮語の場合は、20,000～

業論文又はそれに準ずる論文がない場合は、現 40,000字程度(手書きの場合は、400字詰原稿用

在もっとも関心を持っている研究課題について、 紙を用いること)とし、欧文の場合は、タイプ

相関的な社会科学の見地から論文をまとめ３部 又はワープロによりＡ４判用紙(１枚25行程度)

提出すること。卒業論文やそれに準ずる論文が 30～50枚程度とする。

あっても、テーマが相関社会科学から外れてい ハ左記３の研究計画書は、日本語で、Ａ４判用紙
外国人出願者

たり、執筆時期がかなり以前であることによっ 使用2,000字程度とする。

て、相関社会科学に関する現在の研究能力を示

すことができない場合も同様とする。

２『論文要旨』

上記１の『論文』には、日本語による要旨(4,0

00字以内)を３部添えて提出すること。

３『研究計画書』

上記１、２以外に、大学院入学後の研究計画を

できるかぎり具体的に述べた研究計画書(日本

語)を３部提出すること。


